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 5) 佐伯吉規，下田和孝 :  抗真菌薬と向精神薬併用における注意点～抗真菌薬のcytochrome P450阻
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 9) 大曽根　彰，藤平明広，齋藤　聡，下田和孝 : パーソナリティ障害診断における構造化面接の意

義　-臨床診断と構造化面接による診断の比較から -. 第29回日本精神科診断学会 , 東京 , 2009-10-
16-17.

 10) 斎藤　聡，小杉真一，尾関祐二，下田和孝 : イミペネム /シラスタチンナトリウムにてけいれん発
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不安障害，適応障害患者に対する抗うつ薬治療におけるQT延長リスクの検討 . 第19回日本臨床

精神神経薬理学会・第39回日本神経精神薬理学会合同年会 , 京都 , 2009-11-13-15.
 13) 大栗有美子，藤井久彌子，渡部由佳，岡安寛明，尾関祐二，平田幸一，下田和孝 : 若年性のシャルル・

ボネ症候群の一例 . 第22回日本総合病院精神医学会 , 大阪 , 2009-11-27-28.
 14) 藤平明広，岡安寛明，佐伯吉規，下田和孝 : 拡張型心筋症を合併した双極性障害の1症例　～気
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QT延長リスクの検討 . 壬生 , 2009-12-5.
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政，下田和孝 : パニック障害の薬物治療反応性に対して，paroxetine血中濃度，セロトニントラ

ンスポーター，セロトニン1A受容体遺伝子多型が与える影響 . 第30回日本臨床薬理学会 , 横浜 , 
2009-12-3-5.

 18) 渡邊　崇，下田和孝 : 社会復帰を志向した統合失調症の薬物療法 . エビリファイ発売3周年記念学

術講演会 , 宇都宮 , 2009-12-9.
 19) 佐伯吉規 : ECTおける生物学的変化への探索　～「痛み」という観点から～ . 第31回日本生物学

的精神医学会 , 京都 , 2009-4-23-25.
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日本精神神経学会学術総会 , 神戸 , 2009-8-21-23.
 21) 高橋三郎，江川　純，遠藤太郎，染矢俊幸，下田和孝，塩入俊樹，山田尚登 : プレナリーセッショ

ン「伝統的診断と操作的診断 -うしなわれたものと見いだされたもの」精神科疾患の治療と告知

と診断学　-精神科医327名のアンケート調査から -. 第29回日本精神科診断学会 , 東京 , 2009-10-
16-17.

 22) 佐伯吉規，下田和孝 : シンポジウム　リエゾン活動のための各種身体疾患治療薬と向精神薬との
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